Original Article by 実川,渉 & JITSUKAWA,WATARU
-25-
利根川下流地方に於ける肝吸虫症の疫学的研究
千薬大学医学部衛生学教室く主任 谷 JI!教授〉
実川 渉 
WATARU JITSUKAWA 
第I章 緒言及び文献
千葉県下利根川沿辺は古くより安uられた吸虫類蔓延の地であるが，殊に地区住民に重大なる
脅威を与えたのは大正の末年に於ける日本位血吸虫の勃発的流行であった。之に関しては，福
谷，柏戸氏らの貴重な研究がなされたが，他の吸虫 ~C:就ては比較的関心が蒋< ，従ってその方
面の精査研究は行われなかった。然るに年移り I昭和 25年度に至って千葉県衛生部が当衛生学
教室並に予防衛生研究所の応援の下に同地区住民第 1回検{更を施した処， 日本住血吸虫卵は殆 
E検出されず~Jて肝吸虫卵の高度お:検出とたり早急:にその対策が笠まれるに至った。畢寛ナれ
ばi邸主の業績は限局された揚に於ける{間々関i闘のない主題の遁究に[とり，予防医学の立場!tC在
って大局的な見透しを行ったもののたい事・を露呈したといえよう。当時県衛生研究所にあって
との検索に従事した著者は谷川教授御指導のもとに此盲点となって居る問題を追究した。 
@Jち手u根沿辺産の吸虫類を系統的に調査し，殊に重要なる 2-3吸虫に就ては種々なる実験的
研究を行い，以て地区住民の保健に貢献せんとしたのである O 因に本篇は紙数の関係から自著
“利根市辺産吸虫類に関ナる研究"の第 1篇“肝吸虫症の蔓延状況に就て"第 2篇“j斤吸虫症
の疫学"及び第 3篇“淡水 -4三献水産魚類中吸虫類被裏幼虫に就て"を要約したものである。
第n量蔓延獄混iニ就て
第 I節 調査地・その地哩的条件
千莱県東葛飾郡，印嬬君[i，香取郡下利根治辺，'，落
を対象にした白此一帯は新生代第四系沖積層に属す
る低湿地帯で，農を以で生計を立てて居るものが多
い 3 年間雨量  1200-1500mm平均気温  14.50C。珠
に注目ナべきは水質の不良なる事で地区井水任意拍  
出水質検査では化学的不適多く，クロール‘イオン
濃度が高い。之が生物学的に何等かの意味をもって
居るであろう事は想像に難くない。
第E節検促成積
第I項検便方法
予備実験としで肝吸虫卵に対ナる各種集卵法を比
較し  AM-S.nr法くAmericanmedicaI school II司 
method)の優秀性を認bたので之を用う。く実JlI:
県公衆衛生研究会， 1951) 
第I項検使成績
く1) 406 M. G. L.及び予研により東葛 I~P施 2 郡
下 5町村  683人中有卵者  30人 (4.4%) が検出され
た。〈昭和 24年度〉
く2) 予研，県衛生部，千大衛生によ  P東葛印梅!
香取  3郡下  20町村  2910名 lt有卵者  23D名 (7.9%)
が検出された。く哨和 25年度〉
く3) 著者及び佐原保健所多国，柳掘により香取
郡下  9町村  2260名中有卵者  477名く21.19る〉が検出
された。く昭和 26年度〉
(4) 著者にど P香取郡大須賀村  131名，市原君li
養老川流域富山，市東両村  981名及び千葉郡下若松
小学校学童  352名の精査がなされたがー例の暖.!1t卵
有卵者も検出されなかった。(昭和 26年度〉
向香取郡下検使地区有卵卒内訳の概要は次の諮り
でるる。(表略〉 姻虫 50% 前後，鈎虫 20~昔前後，
鞭虫  5"'-'57.3%，東毛虫  1"，，  5，-，10%，東葛飾郡下で
は無鈎条虫  1名，ナ、条虫  2名，千葉郡下では縮小
条虫，ナ、条虫，鼠腕丘LくS.obvelata)各 1例を検
出。鼠との関連を思わせた  3
第亜節第  1中1m宿主
千葉県産マメタユシは長径平均  10.30mm幅径平
均 6.72mm卵殻口長径  5.05mmで内田氏記載のも
のに略等しく久山氏記載のものよ  P大型でああ。
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く小林氏分類の A型に属ナる〉趨棲地は水草や L繁
友せる泥土居で、流速ゆるやかな年中枯れミ~:!Mー なき小
川溝渠であるが，迷入的に川砂居の流速や L念な小
川にもみられたヲ著者は鋤論及び魚、網を以て泥土を
採取調査を行ったが，有卵者の高卒なのに比しその
収量は意外に少かった。邸ち香取郡下豊捕佐原瑞穂
に於て該艮を採取したが，新島豊里並に印揺郡下佐
倉附近，東葛飾郡田中村I~付近に於て採取し特なかっ 
た3 此中，豊浦一分日に属ナる汚瀧に於て 1ヶ年季
節的 l~観察した。それによれば 4 月 ~rこ泥表に存在
し鈍い運動を始めて居り，就に体内に谷具の形怠を
整えた卵を包蔵し近い内に産卵のなされる事を示し
て居石。次第に水温がたかまあにつれ薬裏にすがっ
て産卵し 8月に至れば幼貝既に 5層をなずものく長
径 7.5"，，-，8.2mm副径 6.1"-'5.2mm) 4居を示ナもの
く7.1'"'-'5.2mm)，更に幼弱なる貝が検出され，多く
は泥表を遁歩して居る c経 8寸の魚網ーナくいで O
，，-， 2コ符られた。事i貝はもはや隙旧型で長径 10.4
mm幅径6.7mm殻は監〈汚〈失第に泥Ip深〈入り
死滅ナる):$1]貝は 5層であってもその色調，殻の非
蒋さ，長径等によ B親貝とは明らかに区別されるが
9月10 jK至れば全〈完成ナ<J。
雨水附涯を覆う頃には或は他処!亡運ばれ，或は土
砂に埋められそを迎う。寒冷と共にその泥中の深さ
をゴ首し，暖かになるのを待つ。
況中越年した貝は 5}膏全きもの少し 4 J菅或は 3
居を示し7.kiJ¥ilOoCに遣する頃には泥表近く浮上，
ðJ~ 4月以降の な市長を示ナ。v
マメタ=シは河具子に比しその抵抗も弱くく殊に
乾燥に対し〉又運動も活溌でない。又光を好むとか
競うとか，一色を好むとか嫌うとか極端な性格をも
って居ない。く飼育実験に土る〉。尚マメタニシの)]f
臓圧挫検査では肝吸lUヅェ Jレカリアを検出ナる事が
出来なかった。然してその季節的観察によれば，昨
年該貝を採取した某講は今年は土砂堆積甚しく死貝
を得たのみであるに反し，その附ー近に新たに設けら
れた溝く咋竿そとは水田であった〉からは生具を採
取し得た。之よりみるとマメタニシが雨水により他
処え運ばれる事又土砂堆積甚しければ死滅ナる事が
察せられる。
第百節第2中間宿主
第 I項川魚摂食度調査
吸虫症と川魚とは密接な関係にある事は周知のこ
とで，肝吸虫第2中間宿主も鰹科魚類等 64種に及
ぶといわれて居る。そこで、地区住民の対川魚状態を 
調査せんと著者の考案になる調査カードにより川魚
摂食皮を調べたがその結果を要約す・ると次の通?で
あ石。
.く1) 料理法: 刺身会 113名，るらい食208名，
灸食292名，常食 502名，フライ天ぷら食170名，
その他ぬた，なまず，酢食，乾金等でたべないとい
うのは 10名に過ぎない。
(2) 大魚摂食は夏をに多くその内訳は煮食 175
名，灸食40名，生食101名で小知、摂食は冬に多く煮
食 231名，灸食6名生食1名でちる 3
く3) 摂食魚は鮒e鯉タうなぎ・官魚・iまら'いな・な
まずが多く失で、ナず告・まるた・にど‘ぃ・はぜ・どじょ
うe雑魚等である。
く4) 生食倍、としては鮒.ifli[，雷魚が最多でラたでぼ
ら・いな・があげられ少数ナずき・にどいが記されて
居る。その他白魚・やまべ@はぜ各 1例宛記載がみら
;fLる。
第H:頃 殴虫類被裏幼虫l'こ就て 
調査法は従来種々記載されて居るが，著者は長野
氏法及び小宮氏法の長所を合せた一変法一一即ち尾
鰭・尾吉i~筋肉・腹壁皮下筋肉鱗片・及び鯨蓋を検査す 
る方法で，殊rて鯨蓋に就ては人工胃液に 370C2時
問浸漬し柔軟にしてから 2枚のスライドで圧平，揚
合によってはカパーグラスに置換して鏡検したーー
を主に用いた。先ず1、魚 30匹に就て小宮氏法長野
氏法及び変法の三法の比較検討を行ひ変法の用うべ
きを切らかにしたく成績略〉。次で昭和 26年3月よ 
り昭和 27年 4月迄利根迩何産鮒及び殊に香取郡下
産の川魚707匹を変法及び一部長野氏法小官民法を
用ν、検索し次の吸虫類被裏幼虫を検出した。
No. 1. Centrocestus新種 
No. 2. Centrocestus formosanum 
No. 3. CIinostomum complanatum 
No. 4. Clonorchis sinensis 
No. 5. Cyathocotyle sp. 
No. 6. Echinochasmus perfoIiatus 
No. 7. Echinochasmus perf. var japoniclls 
No. 8. Exorchis major 
No. 9. Exorchis oviformis 
No. 10. Metacercaria hasegawaii a. 
No. 11. Metacercaria hasegawaii c. 
No. 12. Metagonimus sp. 
No. 13. PhyIIodistomum forium 
No. 14. StelIantchasmus falcatus 
No. 15. Pseudogaloctosoma macrostoma 
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及び不明種である。担之を地区住民の好んで摂食ナ く之は No.14のみ検出，之に就ては黒川氏の報告が
る各魚JIJに考察してみあ。 ある〉等を検したが紙数の関係で記越をさける。'唯
くa)鮒: 好寄生たりは  No.12の『ドEiTZij高橋吸虫 :No.7の新中間j宿主としてワカサギを迫加ナる。
の幼虫で之は毎常の検索に於て検出された。中年大 又 No.3をモヅゴより検出したりは本主)5に於では
思上のものには  No.5(殊に b種 a種).，t等大以下 著者のが初めてであ石。(上海にで小官民は  Clino-1
のものには  No.9が好寄生であ答。他に  No.10. 11 stomum sp. として記載されたJ更に佐・川産ノ、ぜ
'1体内尾に於で尾部に近い筋肉に1がみられた。中等大鮒  3より得られた被裏幼虫  No.15は 0.960x0.576 
唯 1個の  No.4を検出したが， ~I 鼠を用ひ寄生せし mmの超大型被喪幼虫で体色美麗黄色，排世議は  V
め符なかった。又マメタニシ棲息慌でとれた鮒より 又は Y字型で黒色顎粒&容れ排挺口は腹面に閲孔
もNo.4は検出されなかった。女f拡によれば鮒には ナ。幼虫は縮問形の包喪中に頭部む大な焔型を示し
難寄生で唯群馬県よりの報告例のみ高卒を示してJi て位し 3 後休部と包裏nには空l掠あり 。著大な口暖
ぁ。一方鮒生食の機多い役場吏員等に肝腿虫が高卒 盤(径 O.384mm)が著明j j:)iはである。招状細胞のも1U
に寄生して居る事より察ナれば，鮒の生食も亦千薬 不規則で数も多〈別硯出来る。短い食道を経て左右
崎
県下に於ける肝駿虫の蔓延のー1z;:Jをなして居ると思 の腹阪盤く径rlJに模縮}t[5技;1れ}腸信J両防官に}jl 0.040
えあ。併しその主因で、はなかろう。 mm)あり= IJ/日教授により写員同定を  Pseudo-
くb)鯉: 年間jに於ける摂食量は鮒より誌かに少  galoctosoma macrostoma とされた 3 著者の要請
いσ又被嚢幼虫の数も種類も極めて少<  No.12の で多広がヨジノポリを検し  45尾中 3尾に 8コ.検出
歩みられた 3 鮒より危険度は少い  o した。紹介記事が少いので写民を掲げた。叉  No.13
くの雷魚: 浅田氏は満洲/'l:於て官魚，flに No.4 の成虫をマハゼの  J身に於て検出した。之は新終宿主
を検出され後に小宮氏も多数の雷魚を検されその  'f1 であるく第  I表及び附図)0
の 11毛に No.4を 101岡許り検出されたが，顎口虫 第 V節臨床的所見
の感染源としての方が重要で、あるとした。著者の検 香取郡下有卵者  52名く有症状  29名無症状  23名〉
索では No. 12. 11. 9. 5を検出したがその数は少 を対象にしたっ自覚症状としては脊部圧痛感  6， 下
い。雷魚、も亦 f[~t よりは危険度が低い。 痢 5，疲労感  5，膨満感  5，腹痛，眠気，食欲不強， 
くのぼら・いな@ナずき: 宇献水魚に属し腸ヂ久 [5，右季肋古3頭痛，各 痛，品、特尤選，貧血感各 3，蹴
トマの恐れはあるが， flf吸虫の第  2 '+Irm宿主とはな 往黄症  1，現在寅症 1，夜宮 1があげられ，軽度~中
り得たい。 No.9..12を得たにナぎぬ  o 等度肝!毘kは 23例にみられたが腹水は認められず
くめにごい: 此生食感な豊里には有 Øi~者が多い 尿所見肝機能も略正常でるった 3 肝吸虫卵有卵者に
ので注意を要ナる。併し文献によれば  No.4の寄生 して他の虫卵をみぬもの  10例の血液像は，淋巴球
は少いというし，著者の検査でも  No.9.12が得ら 33.8%，モノナ  F テシ 2.5%，中性白血球  50.9%，ェ、 
れたに過ぎぬ3 オジン細胞  12.8%で病的細胞を認めない。担上症例
くのもつど: 以前より肝盟虫の最主要第  2中1i¥1 にみる如し県下の肝殴虫症は文献記載の如き定型
宿主とされて居るが，著者の検索でも最も好寄生で 的症状を墨ナる者殆どな〈従ってその寄生虫体数も
ある。即ち笹川産のもので  10%，マメタエシ汚染溝 歩数と思われた".1Ji:し乍らー且寄生した止体の完全
のもので  20%，瑞穂産のもので 5%以下の寄生を示 駆虫は難しく長期観察に於ては，ー且陰転した卵も
ナ白併し  1尾平均幼虫数は  5個で，嘗ての岡山産に 再び現れて来るに至る。く全症例  8.その中完全陰転
比し全く少数の寄生でるる。 No.3. 4. 5. 6. 7. 8." 1 例〉スチブナ~}レ斉lJの副作用は著者及び協同研究 
堀の報ずる処によれば，急性症状として咳発作1者相を検出した。9.12 、 
くg)たなど: 種々な種類があるが，と  Lでは- 1例， 注射時及び注射直後の悪心幅吐  3倒， 発熱  1
括して  RhodeusIanceolataとして検査した"No. 例をみて居!7，慢性症状として便秘  3例，下痢・頭  
1. 2. 4. 5. 6. 9. 10. 12を検出した。 痛・胸部圧迫感各  1例があげられる  3 倫腕力，俗怠
くり， (g)はJiJi"謂雑魚と称し生食ずるものは殆どな 感の為臥床を余儀なくされあ者を少からず認めた
いというがくf)の不完全調理は依然と〆して肝吸虫の が，之等副作用はメナオニン併用により軽減せしめ
主要感染径路でるらう。以上の他，ワカサギ・ウグ 符たコ著者の経験によれば，ピタミレ  K或はハイポ
イ・ヒガイ・ハゼ・ナマズ・ドジョウ・メグヵ・ )fjエピ 併用よ P効果的であるロ
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次で排卵数と寄生虫体数の関係を生uるべく家兎動
物実験を行・った。感染後 2ヶ月の成虫は 1日数百の
産卵をなナ嘉を知った口椋虫類の如き僕多な排卵は
みないので仮に人糞 19中に 100内外の虫卵がみら
れたとナれば寄生虫体数は 50匹以上と推定され治
療を要ナるものといえよう。併し多くは 10jg程度
なので寄生体虫数も少いと忠われる。換言ナれば臨
床所見よりみても，県下に於ては嘗マの岡山県下に
於ける如き高度な設淫度は示して居ないという事に
なる く治療例は省略〉J
第羽節終宿主に就て
羽根泊辺殊に香取郡下住民には高卒に肝盟虫有卵
者を検出したが，その他の終宿主として佐原地方野
犬 13頭の中 1頭に肝吸虫を認めた。
雀 3*禽 1く俗間キヤグという。腸内に 3種の腸
ヂストマを検出したが所属不明〉豚3， 午21Juの肝
臓，胆裏，小腸上部よりは検出し得なかった。
実験的にガマには寄生せしめ得なかった。恐らく
両棲類は終宿主たり符まい。
第 I表肝l既虫被裏幼虫検索成績 
その他Iまるた|1もつど!1|たなど鮒名|ifr 
検査数I1~ I21~ I88 
1 I 0 
百く~)*I0.5 I0.46 I9.1-¥ 20.0 
第 II章肝騒虫症の対策に就て
殊に本感染の検討
第 T節統計的観察
前章に於で千葉県下陀於ける!汗殴虫症の蔓延状況
を誼究し殊に香取郡下に高卒に有卵者を検出，ーその
対策のゆるがせに出来ない事を知ったが，予防を講
ずるにはその前に感染経路に就で知悉せねばならな
い白感葉経路として考えられるのは第一に淡水魚の
生食及び不完全調理による摂食でるるロ第二に胞裏
幼虫が水中に脱落しその*を飲用又は使用ナる事に
より感染ナる型式である。〈所謂水感染である。〉第
三に豚の肝臓等に幼若成虫が寄生ナる場合，それを
摂食する事によりご次的に感染ナる方式であ.:5 第
寄生魚数 1 I 1 8 
0
三形式による感染は未だ認められて居らず，叉生肝
臓を食うという風習が行われて居るわけではないの
で度外視してよかろう。第一形式に就ては蹴に主sべ
た。扱*l(芸染に就ては旧くより種々検討されて来
た。著者はその及ぼナ影響の大なるに鑑みーとい
うのは地区住民の中川水を直甚使用飲用して居る者
が多しもし水感染の危険ありとナれば公衆衛生上
看過すべからざるものがあるからであるー特に水
感紫の問題を遁究したロ先ず.ヨたの 4項目に別け統計
的に観察した。
第 I項利用7.K}lJ検便成績
利用水別に調査した成績は第E表に示ナ如く川水
使用部落と井戸使用部落に於て，排卵者は却で後者
に多い。即ち川水使用群796名中有卵者156名く19.6 
9合)井水使用群 1301名中有卵者311名 (.23.8%)。
第n表利用水炉j検便成絞
註
第E項性別検便成績
水に接ナる機会が多いと思われる女子に於て却で
有9間差は少い。但し男女有卵卒に宥意の差は認めら
れない。男734名中有卵者 198名く26.9%)女714名
中有卵者 154名く21.6%)占
第亜項年令別検使成績
水を誤飲ナる機会多い小児に少し飲酒・宴席等
川魚摂会機会の多い壮年期以降に保卵卒は高い。倫
卵を検出し得た最小年令は 3才，最高年令は 87才
である 3
そり内訳は寺L児期(1"" 3才) 6.3% 

乳児期く 4""6才) 3.0% 

学童邦1(7--12才)10.1% 

青春期 (13-18才)14.9% 

青年期く19，，-30才)18.0% 

壮年期 (31，-，50才)33.9% 

1 
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それ以降 (51才以上)48.6% 
第百項利用水別，調理法別検悦成績
第亜表にみる如く排卵者は矛IJm7kに関係なく}Ij魚、 
生食に関係ある事は統計的!ても託明出来る。
第 II表利用水男IJ調理法別検便成績
利 被検 luf用1，[.1;11 ~ :tm ，'d~ 1 吸虫百分卒[
水|性別l調理法|人員1有卵者Ié~~) I綜合 
32生 it 46と 
男
42 2 
15 
煮灸食 
生食|25女
煮灸食 
生 食 
男
煮灸食 
2 
生 食 
女
煮灸食 
生 食 
男
煮灸食 
3 
134 
20 15 
23 3 
17 10 
119 
1015 
17 1 
47.9i生有| 
4.8 I食卵i
一一←|群卒| 
60.0 :く%): 
2.9 166:2) 
67.61 9.5 
58.8 
5.3 
5.9 
64.71 5.6 
|生食I~: 11~ I臼2t 煮灸ペk 19 I 1 I 5.3 
第I節 7]crこ関ナる調査並びに動物実験
4斗に就て昭和 26年 10月よ Vll月にかけ，クロ戸
ノレ・イオシ濃度及び被議幼虫を検査した。一方川水
沈疫を強制的に家兎に飲用させ 70日観察した。ク
ロ-)レ・イオシは 400"-900p. p. m被裏幼虫は 1個 
だに符られず動物実験も亦陰性であった口但L此突
験に用いた家兎は後にモヅゴを摂食させ日子殴虫を寄
(死滅〉を得た。くを季〉
第E項: 魚、肉中の幼虫に就て対象を Exorchis;
Cyathocotyleにとった処く材料入手容易のため〉腐
敗と共!て胞裏の膨大，口腹両政盤の開大がみられ，
夏季2...3日，冬季4日で殆ど不動になった。しかし
で人工胃液にでExorchisovif.幼虫を単一的にと D
出し，生理的食塩水にで洗い 260C恒慌捕に入れて
おくと， 4日目迄に死滅ナるが 70 C氷室に入れてお
くと 14日後に至あも未だ生動して居るものがある。 
Metagonimus に就では鱗の佳生食7]c，に浸しておく
と冬季では長期に亘り生動して居るが，一旦人工胃
液で単一的にとり出したものは死滅が速かである。
第lf工長: 1-;等大鮒3四に就で刺身にナる模撰調
理を行い，その際手・食器等にj此落附着ナ.る幼虫の
有無&検した。ナると鱗は勝しく手・包丁・賄板年J
に附着したが3 それを一つ一つはらいのけた千，包
丁，賄板，食器からは 1の被褒幼虫も得られなかっ
た。 依で魚、肉中幼虫が調理lてより飛散し附近を汚染
ナる事は考えられず，一方著者の検出し得た肝吸虫
幼虫は，総て深部寄生でありしかもその数の少い処
より推し，香取郡下では該ょuの料理時感来の可能性
はない。 (Metagonimusに就では注意を要ナる〉
実際使用川水く3ケ所)2石， .マメタニシ棲息瀧7}，以上の所見及び幼虫の比重に関ナる知見(単一的に 
取出した幼虫でも7k*で 5分以内に沈澱して了う〉
より批判ナると水感染の可能性は考えられない。.倫
水に関ずる実験には大型沈降管く50cc入〉を用い
2000回転3分間遠沈レ沈詑tはシヤ レにあけ， )レーF
ベ及び弱拡大顕微鏡で精査した。
第百節実際的考一察
ヨ:はるったの'1吸虫に対し感受1fT生せしめ得たので， 第 I項端穂村の場合
である。 第E表にみる如く堀の内と英生では同じ川本を使
第亜節被裏幼虫の7]'立中移行並びに 用しで居ながら， 31.7 :7.7と明らかに異つ.た有卵卒
水中に於ける運命に関ナる実験 を示して居る 而して前者は全戸農家で川魚捕獲が3
第 1tJ{: 生魚、より!股落し水中に移行ナる幼虫の 行われ摂食度も多いに反し，後者は経済的条件よく
多少を検査する目的で，鮒eタナゴeモヅゴを共棲さ 犬@馬・豚の肉食が多い。又厚生では獣肉を蛋白源
、也、各々 3-5-.7-10日と飼育水をかえずに放置したが， として居るので煮食の観念が強()1魚、も煮食ナるの 
が趨例であるに反し，掘の内では農家の常として繁日間飼育7:1飼育水中に幼虫を認必たのは実験亜1此
のもののみで，然も鰭の断片に附荒した死滅メ，タゴ 忙時には不完全調理や生食が行われて居る。畢克ナ
エムス幼虫唯の 1個でるった。即ち生魚、からはj な るに生魚の摂食度数及び摂食法の差異によれ両部
かなかに幼虫の脱落せぬ事を知った白勿論実験各魚 落問に斯様な有卵卒の差異が認められたのである。
からは多数の Metagonimus;Exorchis oviformis; 次に谷中・厚生を比較ナるとその有卵率に有意の差 
Cyathocotyle sp.の幼虫を検出した。 はない。谷中は所謂特殊部落で犬の捕獲・皮肉売り
第E項: 死鮒を水中に 1迦間放置し少しく撹持 で生計をたて片手間農家を経営し，やはり煮食の観
したものよ Pは鱗片附着生 Metagonimus幼虫色 念が強い 3 対象一般部落とも勿論偶然によるよ P以
死幼虫 4; 脱落Exorchis及び Cyathocotyle幼虫 6 上の差異は示さない。之は海魚は生食ナ之5が川知、は
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煮食ナる，又は食べないという普通町村民一般と同
様の生活様式により肝暖虫卵保有者が少いものと思
考され，換言すれば水感染は考え台れぬという間接
的な証明となった。
第 E項豊里村の場合
金村 600戸の中， 400戸が農家で他は商工く澱粉
工場〉漁その他である。漁というのは淡水魚業組合
の事で組合員 70名'P及びその家肢は，淡水魚並び
にシジミ取を以て生計を立てて居る。昭和 26年 8
月には 62.9%昭和 27年 3月には 48.5%の有卵者を
検出したが，之は他町村に比し頗る高卒であ否。村
は利根本流に治って存し，井7](を使用して居るが夜
漁を行うので、直接川水を飲用ナる事もあると思われ
る。然し，該村にはマメタ=シの好誼j地なく従てそ
の汚染度が大というわけにいかぬ。その上飲用ナる
のは利桜本流の}IJ*でかの容量を考える時は水感染
を主因とはなし得ない。(マメタニシ検出し符ず〉 
然らば何故該村のみか~-3高卒に検出されたか。ー
組合がある関係上，淡水岳、捕獲が他町村に比し甚だ
しく従て生食又は不完全調理の機会も多いJ 又他町
村に比し特I'C，にごい(此地方でさいという〉の生
会が多い。之等の事柄が原l丑して居ると思える。印
ち実際観察の上からも)1魚摂食度と感染度とは比例
ナあことが分与。扱，漁業組合員は今迄シジミ採取
を業として居たが，近年に於ける利根治*工事及び
伐木は土砂の堆積を来し， ，その為一家で、仇いても 1
日5貰のシジミしかとれず深刻な生活問題に直面し
て居るというっ比れよりうかがえば巻具棲息と土砂
堆積のIE果関係は極めて密接というべし著者らが
数次のマメタニシ検索でその収量の少かった原因も
(1)化学肥料の砲用，くわザリガニの食性，く3)土
地改良， (4)土砂堆積があげられ，殊にく4)はマメ
タエシに及ぼナ53響が大と足、われあ。
第 IV章総
第V節予防対策
目i二践!uの対策は線虫類のそれとは趣を異にする。
即ち人毘の処理のみでは足れりとしない。かといっ
て犬・猫・鼠等の糞の処理は不能である。加うるに
卵の抵抗は強くく水中に 1ヶ月放置しでも亀甲紋埋
の排別は舌Lれない，その他:実験生u見略)Faust rD 
設いた汚染地区に於ける硫安の撒布等は無効に等し
いと思われる。そ ζで長野氏は第 1Ifr同宿主の撲滅
を設かれ注目ナべき業結を湾された》然るに千葉県
に於ては第 1中間宿主による汚染は極めて軽度で、加
うるに治水工事等による土砂地:積や，入殖者による
土地の改良等のす Lむにつれ更に減少する様に思え
おので，長野氏の如き特殊な対策の必要はあるま
い 3 一方蹴越の如く凡ゆるf[rj17.>綜合批判の結果，7](
感染む可能性は認められぬので、該症対策の要諦は淡
水魚、の摂食に留意するにある。魚肉中の幼虫は抵抗
l填る強<，魚肉をスライドで、押しつぶし 1昼夜乾燥
させても向生動し，魚体のま1..3日放置し軽〈灸つ
て挺食させても家兎に容易に且高卒に寄生せしめ得
た。(メダゴ、=ムスの感染は容易ではなかった。〉故
に，不完全灸食，乾食，アライ食者;は危険で、ある 3
もっとも生会にナる様な大型魚は小型魚に比し魚肉
中幼虫の数@種類とも少〈従って危険も少かろうと
思われ各。ぐ鮒・にどい〉。が，感染卒が高いのでやは
語
り鮒・にごいの生食は禁ずべきでるろう。唯，老壮
の人にあっては兎角，因習にとだわりがちで，しか
も野趣は生食を以て最となナので，ナべての魚の完
金書;会;は徹底せしあ符・まい口近年，交通白便により
海魚が安価安直に自主えあ様になったので，教育は先
ず若い世代から行うべきである 以上畢覚するに千J
葉県下肝駿虫の対策としては該虫に対ナる知識の普
及ー従って川賞、は完全煮食ナあという事一ーのみで
充分で、あると思われる。
括 
1. 千葉県下に於ける肝吸虫症は利根川を隔るほど 5km距離線以内の，幅狭き帯状を以て
描かれた沖積低地に広汎に蔓延し，殊に香取郡下に濃厚に分布して居るO 著者は之を7]¥}s系と
. ~o呼称ナる 
2. その他千葉県に於・ては，まめたにし棲息少き事，淡水魚中肝吸虫幼虫に於てその検出卒
及びその寄生数少き事，重症患者に遭遇せず従って人体内容生数少しと察せられる事等より検
討し，県下に於ける浸淫度は軽度であるととが分明した。 
3. 菱廷の要因は鮒@にごい@殊に雑魚〈もつご eひがい@等〉の不定金調理による摂食で
あり，水感染の可能性は認められない。
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4. 嘗ては相当高度の浸淫を示して居たと思ばれるが(死因統計や著者の調査知見による〉
仮にそれが事実とナれぼ，現況は病原体の数が著しく減少して居る事になり，それにも拘ら予
備高率な有卵率を示して居るのであるから，長野氏の筆法を以てナれば，水郷系の文化にほ向
上の跡が認められて居らね事にたる O 地区住民にしてマメタニシを会u ら~，未だに肝臓ヂスト
マ菌といって肝吸虫感染路等該症に関する生・日識の皆無な事.は将に之を裏書して居るものといえ
よう。更に著者の疫学的知見を考え併せると，該虫症に対する知識殊に川魚、の完全調坦!の撤底
により地区住民に於ける吸虫禍?未然に防止せしめ得ると確信ずる次第であるO
稿を了するに当り経始変らぬ1ft)]愛情と御懇切なる御指導を賜!7，御校閲の労を添うした恩師谷
川教授に深甚なる謝意を表ずる。又種々御教導をうけた小宮義孝博士，横川宗雄博士，伊藤ご郎
先生，長野寛治博士， I~l 嶋幹男博士に感謝する。著者の研究に協力された佐原保健所柳掘医学士，
多田氏並びに衛生学教室員各位I(謝辞を棒げる口
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附図
トヨシノボリく新中間宿主〉より得たる Pseudogaloctosomamacrostoma 
1.Phyllodistomum forium 
手長蝦より得たる遊離幼虫 マノ、ぜ(新終宿主〉より得たる成虫後体部
